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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

          回次
　
　
　

第62期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期

          会計期間
　
　

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高 （百万円） 139,784 178,214 172,936

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △2,508 2,342 △3,552

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）　
（百万円） △1,905 879 △5,251

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △3,301 1,408 △5,921

純資産額 （百万円） 93,538 91,322 90,917

総資産額 （百万円） 146,672 156,197 125,230

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）

（円） △28.40 13.29 △78.56

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額　
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.8 58.5 72.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,414 △16,558 17,378

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,357 △3,853 △4,002

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,169 △916 △12,258

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 53,560 36,084 57,084

　

          回次
　
　
　

第62期
第３四半期
連結会計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

          会計期間
　
　

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.88 63.08

  （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

        ２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

        ３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

        ４．第62期及び第62期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。ま

た、第63期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果

を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　          

 

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

　

２【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成24年４月～平成24年12月）の世界経済は、米国においては個人消費や住宅投資

において、緩やかな回復基調となっておりましたが、欧州での財政・債務問題の長期化による経済の減速により、中

国をはじめとする新興国の成長率も鈍化いたしました。日本経済も震災復興需要等により回復基調で推移しており

ましたが、世界経済の減速等により低調な推移となり、全体としては先行き不透明な状況下で推移いたしました。こ

のような中、電子部品需要は、薄型テレビ、ノートＰＣ向けの需要は引き続き低迷しておりますが、スマートフォン

（高機能携帯電話）やタブレット端末向けの需要は好調に推移いたしました。

　

このような状況の下で、当社グループでは、主力のアミューズメント（ゲーム機器）関連向けが新製品の販売に

より、好調な推移となり、スマートフォンを中心とした移動体通信（携帯電話）関連につきましても、引き続き好調

に推移いたしました。薄型テレビ（３Ｄ関連）、デジタルカメラや太陽光発電向けも堅調に推移し、自動車関連向け

は低調であったものの、全体としては好調に推移いたしました。

　

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は、1,782億14百万円（前年同期比27.5％増）、営業利益

は２億62百万円（前年同期は18億３百万円の営業損失）、経常利益は円安に伴う為替差益（19億16百万円）の発生

があり、23億42百万円（前年同期は25億８百万円の経常損失）、四半期純利益は投資有価証券評価損（８億42百万

円）の計上があり、８億79百万円（前年同期は19億５百万円の四半期純損失）となりました。

　

報告セグメントの売上高及びセグメント利益又は損失は、次のとおりであります。　

  

機構部品につきましては、アミューズメント関連部品等やスマートフォン向けの増加により、売上高は1,565億15

百万円（前年同期比32.4％増）、セグメント利益は２億29百万円（前年同期は３億58百万円のセグメント損失）と

なりました。

音響部品につきましては、携帯電話を中心とした移動体通信機器用部品の減少により、売上高は100億65百万円

（前年同期比12.9％減）、セグメント損失は５億33百万円（前年同期は14億57百万円のセグメント損失）となりま

した。

液晶表示素子につきましては、自動車関連用部品の減少により、売上高は72億11百万円（前年同期比12.1％減）、

セグメント利益３億29百万円（前年同期比26.4％減）となりました。

複合部品その他につきましては、デジタル家電関連部品等の増加により、売上高は56億18百万円（前年同期比

24.2％増）となりましたが、セグメント損失は１億29百万円（前年同期は１億14百万円のセグメント損失）となり

ました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ210億円減少（前年同四半期連結累計期間は26億83百万円の減少）し、360億84百万円となりました。

  当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、165億58百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は34億14百万円の増加）となりまし

た。これは主に、売上債権の増加230億43百万円（前年同四半期連結累計期間は28億92百万円の減少）、たな卸資産

の増加183億67百万円（前年同四半期連結累計期間は１億77百万円の減少）、営業未収入金の増加47億64百万円

（前年同四半期連結累計期間は２億47百万円の増加）、仕入債務の増加258億24百万円（前年同四半期連結累計期

間は62百万円の減少）によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、38億53百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は33億57百万円の減少）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出42億11百万円（前年同四半期連結累計期間は41億８百万円）によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、９億16百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は21億69百万円の減少）となりまし

た。これは主に、配当金の支払９億91百万円（前年同四半期連結累計期間は16億83百万円）によるものでありま

す。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

当社の会社の支配に関する基本方針の概要は以下のとおりであります。

上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に対する大規

模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではなく、最終的には株主の

皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさまざまな源泉、

当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的

に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価値ひいては株主共同の利益を毀損

するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決

定を支配する者として不適切であると判断し、このような考え方をもって、当社の財務及び事業の方針の決定を支

配する者の在り方に関する基本方針といたしております。

　

（4）従業員数

当第３四半期連結会計期間末の連結会社の従業員数が前連結会計年度末に比べ、6,102名増加（前連結会計年度

末比72.9%増）しております。これは、主として機構部品における受注増加対応による人員増であります。これに伴

い、連結会社の機構部品の従業員数は、10,526名（前連結会計年度末比129.0%増）となりました。

なお、従業員数は就業人員であります。

　

(5) 研究開発活動

    当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、18億２百万円であります。

    また、当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の変更内容は、次のとおりであります。
　
  機構部品における研究開発

  スマートフォンやタブレットＰＣ用の急速充電ＡＣアダプタを開発いたしました。開発品は１．８Ａの高出力に

より、Ａｎｄｒｏｉｄモバイル機器等の充電時間の短縮が可能になりました。

  セパレートタイプの１極、ケーブルレス、コネクタ付きの太陽光発電用端子ボックスを開発いたしました。

ケーブルをなくしたことにより、モジュール完成品状態でケーブルを結束する手間や固定する手間が不要となるた

め、作業の効率化に貢献しております。

  従来機種から質量比24％小型・軽量化した太陽光発電用コネクタを開発いたしました。ＵＬ規格の1000Ｖ定格の

認証を取得し、ワールドワイド仕様としております。

  デジタルスチルカメラ（ＤＳＣ）やデジタルビデオカメラ（ＤＶＣ）のシャッタ・ズーム用のシャトル機能付

きダブルアクションスイッチを開発いたしました。従来品よりも体積比55％の小型化、業界最薄の０．８５ｍｍを

実現しております。

  ５ＧｂｐｓのＵＳＢ３．０対応車載コネクタを開発いたしました。近年、カーナビや後方確認用カメラ等自動車

内部のデータ通信量が増大し、今後の更なる通信量の拡大に対応するため、大容量・高速伝送・小型化を目標とし

て、ＵＳＣＡＲ規格に対応し、ＥＭＩ対策を強化した防塵構造としております。ＵＳＢ３．０ Ｓｔｄ－Ａプラグの

基板実装タイプを開発し、業界で最初となる認証を取得しております。基板実装という新しいカテゴリにおいて

認証試験ＳＰＥＣ案の発案から製品化まで推進いたしました。用途としてはＵＳＢメモリやＵＳＢ通信カード等に
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最適であります。
　
  音響部品における研究開発

  デジタルスピーカは、入力から出力まですべてデジタル処理され、スピーカをデジタル信号で直接駆動するため、

低電圧での駆動や消費電力の大幅な削減、周辺機器からのノイズの影響を受けにくい、原音を忠実に再現すると

いった特長があります。このデジタルスピーカ用小型スピーカを開発し、デジタルアンプを開発している

トライジェンス セミコンダクター社との協業を開始し、小型スピーカの供与を行っております。今後、従来の

アナログスピーカからの置き換えに期待できる商品であります。トライジェンス セミコンダクター社のデジタル

信号処理技術「Ｄｎｏｔｅ」を採用したマルチユニットスピーカおよびフルデジタルヘッドホンの開発を行ない

ました。

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３半期連結累計期間の生産、受注及び販売の実績における著しい増減は、次の通りであります。

生産実績において、機構部品が著しく増加しました。これは、主としてアミューズメント関連部品等の増加による

もので、機構部品の生産実績は1,596億75百万円（前年同期比38.0％増）となりました。

受注実績において、機構部品が著しく増加しました。これは、主としてアミューズメント関連部品等の増加による

もので、機構部品の受注実績は1,618億92百万円（前年同期比40.0％増）となりました。また、液晶表示素子の受注

実績が著しく減少しました。これは、主として自動車関連用部品の減少によるもので、液晶表示素子の受注実績は55

億74百万円（前年同期比30.8％減）となりました。

販売実績において、機構部品の販売実績が著しく増加しました。これは、主としてアミューズメント関連部品等の

増加によるもので、機構部品の販売実績は1,562億56百万円（前年同期比35.7％増）となりました。

　

(7）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについて

重要な変更はありません。

  

(8）資本の財源及び資金の流動性についての分析

  営業活動によるキャッシュ・フローでは、仕入債務の大幅な増加がありましたが、売上債権、たな卸資産の大幅な

増加などにより、165億58百万円のキャッシュを使用しました。

  投資活動によるキャッシュ・フローでは、設備投資等により38億53百万円のキャッシュを使用しました。

  財務活動によるキャッシュ・フローでは、配当金の支払等により９億16百万円のキャッシュを使用しました。

  これらの活動の結果及び為替レートの変動が海外子会社の現金及び現金同等物の円換算に与えた影響により、現

金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末の570億84百万円から210億円減少し、360億84百万円となりました。

(9）経営者の問題認識と今後の方針について

当第３四半期連結累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 72,710,084 72,710,084

株式会社東京証券取引所

（市場第一部）

株式会社大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株である。

計 72,710,084 72,710,084 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）
平成24年10月１日～
平成24年12月31日

― 72,710 ― 13,660 ― 19,596

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    6,579,500― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式   66,064,600 660,646 ―

単元未満株式 普通株式       65,984 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 72,710,084― ―

総株主の議決権 ― 660,646 ―

  （注）  「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式87株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ホシデン株式会社

大阪府八尾市

北久宝寺１－４－33
6,579,500―　 6,579,500 9.04

計 ― 6,579,500―　 6,579,500 9.04

 

　

２【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当第３四半期連結累計期間において、役員の異動はありません。

  なお、当社は執行役員制度を導入しており、前事業年度の有価証券報告書の提出日以降３名が就任し、当四半期報告

書提出日現在の執行役員は６名であります。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

  なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,402 30,238

受取手形及び売掛金 25,929 51,381

有価証券 30,253 6,350

商品及び製品 5,273 9,165

仕掛品 3,181 3,034

原材料及び貯蔵品 6,884 23,349

その他 5,708 11,732

貸倒引当金 △80 △72

流動資産合計 104,552 135,179

固定資産

有形固定資産 13,744 15,060

無形固定資産 257 227

投資その他の資産

投資有価証券 3,369 2,744

その他 3,370 3,049

貸倒引当金 △64 △64

投資その他の資産合計 6,675 5,729

固定資産合計 20,678 21,018

資産合計 125,230 156,197
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,735 48,052

短期借入金 5,026 5,347

未払法人税等 385 430

その他 4,306 3,977

流動負債合計 27,453 57,808

固定負債

退職給付引当金 6,116 6,340

その他 743 726

固定負債合計 6,860 7,066

負債合計 34,313 64,874

純資産の部

株主資本

資本金 13,660 13,660

資本剰余金 19,596 19,596

利益剰余金 68,875 68,762

自己株式 △6,795 △6,795

株主資本合計 95,337 95,224

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 303 500

為替換算調整勘定 △4,734 △4,402

その他の包括利益累計額合計 △4,430 △3,901

新株予約権 11 －

純資産合計 90,917 91,322

負債純資産合計 125,230 156,197
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 139,784 178,214

売上原価 133,840 170,707

売上総利益 5,943 7,507

販売費及び一般管理費 7,747 7,244

営業利益又は営業損失（△） △1,803 262

営業外収益

受取利息 42 30

受取配当金 59 47

為替差益 － 1,916

持分法による投資利益 0 0

その他 200 190

営業外収益合計 303 2,186

営業外費用

支払利息 61 98

為替差損 933 －

その他 12 6

営業外費用合計 1,007 105

経常利益又は経常損失（△） △2,508 2,342

特別利益

固定資産売却益 494 14

負ののれん発生益 － 11

新株予約権戻入益 18 11

特別利益合計 513 37

特別損失

固定資産除売却損 9 3

投資有価証券評価損 169 842

その他 0 42

特別損失合計 180 889

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,174 1,490

法人税、住民税及び事業税 320 378

法人税等調整額 △590 231

法人税等合計 △269 610

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,905 879
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,905 879

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △476 197

為替換算調整勘定 △909 292

持分法適用会社に対する持分相当額 △11 39

その他の包括利益合計 △1,396 529

四半期包括利益 △3,301 1,408
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,174 1,490

減価償却費 3,479 2,831

売上債権の増減額（△は増加） 2,892 △23,043

たな卸資産の増減額（△は増加） 177 △18,367

営業未収入金の増減額（△は増加） △247 △4,764

仕入債務の増減額（△は減少） △62 25,824

その他 △1,609 △303

小計 2,455 △16,332

利息及び配当金の受取額 96 166

利息の支払額 △64 △98

法人税等の支払額 △607 △374

法人税等の還付額 1,534 81

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,414 △16,558

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 115 99

有形固定資産の取得による支出 △4,108 △4,211

有形固定資産の売却による収入 643 238

その他 △7 20

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,357 △3,853

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 703 76

自己株式の取得による支出 △1,179 △0

配当金の支払額 △1,683 △991

その他 △9 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,169 △916

現金及び現金同等物に係る換算差額 △572 327

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,683 △21,000

現金及び現金同等物の期首残高 56,243 57,084

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 53,560

※
 36,084
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

（１）連結の範囲の重要な変更

　平成24年12月に連結子会社であるホシデンシンガポール（私）が持分法適用関連会社であるホシデンコーポ

レーションマレーシア（私）の株式を追加取得し、第３四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

　

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

　平成24年12月に連結子会社であるホシデンシンガポール（私）が持分法適用関連会社であるホシデンコーポ

レーションマレーシア（私）の株式を追加取得したため、第３四半期連結会計期間より持分法適用の範囲から除

外しております。

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

  当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

  これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、

それぞれ50百万円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 26,783百万円 30,238百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △525百万円 △504百万円

取得日から３か月以内に償還期限の到来す

る短期投資（有価証券）　
27,302百万円 6,350百万円

現金及び現金同等物 53,560百万円 36,084百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,021 15.0平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月４日

取締役会　
普通株式 661 10.0平成23年９月30日　平成23年12月５日

利益剰余金

　

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 661 10.0平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年11月９日

取締役会　
普通株式 330 5.0平成24年９月30日　平成24年12月10日　

利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント 調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
機構部品 音響部品

液晶

表示素子

複合部品

その他
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 118,24311,5618,204 4,524142,533△2,749139,784

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － －

計 118,24311,5618,204 4,524142,533△2,749139,784

セグメント利益

又は損失（△）　
△358 △1,457 447 △114 △1,482 △320 △1,803

（注）１．セグメント売上高の調整額△2,749百万円には、管理会計と財務会計の調整額180百万円、為替調整等決算修

正額△2,929百万円が含まれております。

２．セグメント損失の調整額△320百万円には、棚卸資産の調整額△213百万円、内部取引消去104百万円及び予

算と実績の調整額等△211百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント 調整額

（注）１

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
機構部品 音響部品

液晶

表示素子

複合部品

その他
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 156,51510,0596,395 5,618178,589△374 178,214

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 5 815 － 821 △821 －

計 156,51510,0657,211 5,618179,411△1,196178,214

セグメント利益

又は損失（△）　
229 △533 329 △129 △103 366 262

（注）１．セグメント売上高の調整額△374百万円には、管理会計と財務会計の調整額△1,444百万円、為替調整等決算

修正額1,070百万円が含まれております。

２．セグメント利益の調整額366百万円には、棚卸資産の調整額△149百万円、内部取引消去226百万円及び予算

と実績の調整額等289百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

    四半期純損失金額（△）
△28円40銭 13円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）　
△1,905 879

普通株主に帰属しない金額（百万円）     ―     ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（百万円）
△1,905 879

普通株式の期中平均株式数（千株） 67,071 66,130

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     ―     ―

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円）     ―     ―

（うち受取利息（税額相当額控除後）

（百万円））
        

普通株式増加数（千株）     ―     ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

（注）１ 前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

２ 当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 　

（重要な後発事象）

        該当事項はありません。　

　

　　

２【その他】

  平成24年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 330百万円

（ロ）１株当たりの金額　　 　５円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月10日

　

（注）平成24年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
  該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　 平成 25 年 ２月 ８日

ホシデン株式会社 　 　

取締役会  御中 　 　

 有限責任監査法人トーマツ　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堤  佳史         印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 黒澤  謙太郎     印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホシデン株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホシデン株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　

  （注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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